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教会の一致(ヨシュア22:21-27)
　
皆さんひとりひとりは、現場灯台として神様に召されている方です。ですから、なにより大切なのは、光を放つべきこの世がどういうところなのかを正しく知らなければなりません。また神様は、信者のひとりひとりに、この世を正しく見ることができるように恵みを与えられるでしょう。この世を正しく見ることができるのは信者だけであり、信者の特権なのです。この世は、どういうところでしょうか。
まず基本、この世は神様を離れているところであり、それゆえ神様に背いているところです。この世はいろいろな変化があり、人間の目で見たときに良いもの、あるいは心配になるようなことなどがありますけれども、基本、神様を離れて神に背いているところを世ということを覚えていただきたいと思います。それでこの世は、このようなスローガンを抱えて、それを強く主張して叫んでいます。

それが何かと言いますと、神様がいなくても、人が一生懸命、頑張って努力すれば人は変われる、良い人間になれるというスローガンです。そして、神様がいなくても、裕福になれば、物が豊富になれば、そこに幸せはあるというようなことを主張しているところがこの世です。そして、いろいろあるけれども、神様がなくても、この世は発展を遂げればより良い世界になれるというスローガンを抱えて頑張っているところ、それがこの世です。

しかし、そのようなキャッチコピーを掲げて頑張っているのにもかかわらず、この世にまことの幸せはありません。まことの安らぎも見当たりません。まことの希望などは見ることができないわけです。だから、そこでもがき暴れるようになります。それが人間の手で作り出す偶像というものです。また宗教を作ったり、占いに走ったり、ときには個人的に瞑想することによって違う世界を求めたり、あるいは修行などを通して変化を期待しようという動きなどがあるわけです。しかし、改善は見られません。
なぜかと言いますと、根本的にこの世、人間という存在は、たましいが死んだままの状態なのです。たましいが死んだということは、残念ながら誰も気づいていないし、認めようとしていないのですが、ヨハネ8：44にあるように、「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者であって」、出身そのものが、背景そのものが悪魔であるということなのです。
その結果、エペソ2：3にあるように、なにをどうするか以前に、生まれながら神の御怒りを受けるしかない存在です。そのようなところがこの世です。ですから、どんなに暴れてもがいていても改善することはありません。つまり、まことの幸せ、まことの安らぎ、まことの希望などは、手に入れることができないわけです。それゆえ、すごいスローガンは抱えているのにもかかわらず、個人的には心が病むようになります。心が病むことによって、脳細胞が傷つくようになります。それが精神的な様々なトラブルをもたらすようになるでしょう。そして、ゆくゆくは、肉体、体そのものが病むようになり、あらゆる病を患うようになります。そして、人生そのものが病んでしまい、様々なところが崩壊していくようになります。そのような経験をするようになります。そして、未来、人生の結論そのものが病んでしまい、人間には一度、死ぬことと、死後にはさばきを受けることが定まっています。自分ひとりで終わるのではなくて、これが子孫たちに受け継がれることによって、子孫代々病んでしまうようになり、これが霊的な遺産として受け継がれるようになるわけです。誰一人としてここから逃げることはできません。ですから、運命にとらわれているという表現を使うわけです。このへんで人間は「やはり神様なしでということは無理だったのだね。神様、お願いします。神様が必要なのです」と立ち返るべきなのに、人間はそうしません。また間違っているスローガンの方に戻るわけです。だから、より頑張らなくては、だから、より豊かにならなくては、より研究を重ねることによって、発展に力を入れなくては、という方向に行って、これが悪循環していくようになるわけです。これがこの世というところです。
ですから、クリスチャンの私たちは、この世のことが正しく理解できたときに、この世に本当に必要なのはなんなのかということに目覚めて、それを改めるようになります。なにが世のまことの必要なのでしょうか。この世は神様に戻り、また、神様と出会い、神様と一緒になり、神の祝福を受けるようにならないといけないところです。努力が必要なところではなくて、裕福になることではなくて、発展でもなくて、法律や政治でもなく、神様が必要なのです。しかし、人間自らは罪人なので、それが不可能なので、神様が無条件の愛、不思議な恵みをもって、人が神様と一緒になるように、その道を約束されました。それが創世記3：15なのです。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕き、そして、そのかかとにかみつかれるようになる。キリストを送ることによって、神を離れてさまよい続ける運命にとらわれているこの世、人々が、また神様と出会い一緒になることができる道を備えようとしていらっしゃったわけです。その約束が成就されました。そのキリストがこの世に来られました。その方がイエス様です。ヨハネ14：6、「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません」。イエス様こそがキリストであり、この世に最も必要な、絶対に必要な、まことの必要なのです。そのイエス様が、だまされて重荷を負って疲れている人生に向かって、この世に向かって、「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」と招いていらっしゃいます。イエス・キリスト、その方こそがこの世の絶対必要であり、まことの必要なのです。そのイエス・キリストの他には、根本的な人間の霊的な問題、滅びる運命を解決できる方法はありません。そして、この世が勘違いの中で悪循環している中で、神様と出会い一緒になることができる道はイエス・キリストの他にはないわけです。キリストこそが、この世のまことの必要、絶対的な必要なのです。

そして、このキリストを所有している人を信者と言います。そして、キリストを所有している信者の集い、集まりのことを教会と言います。だから、信者、また教会はどれほど貴重なものなのでしょうか。この世のまことの必要は何かと言うと、教会なのです。福祉団体、政治団体ではなく、教会なのです。信者なのです。そういうわけで信者に向かって、また教会を指して、世の光と呼ぶようになったわけです。それが教会というものです。裏返しますと、信者、また教会というのは、サタンにとっていちばん恐れるところであり、サタンがいちばん嫌がるものです。サタンにとっては脅威なのです。信者、また教会自身ではよく気づいていないでしょうけれども、教会、そして信者というのは、うわべや外見がどうであろうが、本質的にサタンの脅威であり、まことの必要であり、サタンがいちばん嫌がるところなのです。だから、サタンは教会を倒そうとして必死なのです。それに見事にやられて、いま日本中の教会、世界中の教会が、形がどうであれ、規模がどうであれ、見事に倒れているわけです。サタンの策略がよく分かっていないので。サタンは、教会を倒そうと必死なのです。政治団体がどう頑張るかは、サタンにとっては何も関係ありません。トランプが、またイランが、サタンにとってはなんの意味もありません。サタンの脅威は教会です。そういったいろいろなこと全部を用いて、教会を倒そうとしているのです。それを教会、信者の私たちは、しっかりと分かって、それに備えていかないといけないと思うのです。

サタンが教会を倒すいろいろなやり方の中で、大きく3つあります。まず外部からの迫害によって、教会を片付けようという方法がありますが、それは教会が倒れることにはなりません。むしろ教会がより強くなりました。それから、世の流れを教会に入れ込むことによって、教会が世の流れと混ざるようにして、教会の本質を失うようにしてしまう、これは見事に当たっていると思います。それで結局、形はあるのにもかかわらず、内容が全く違うものになり、教会が教会でなくなってしまうようになります。あってもサタンにとっては、何も気になるものにはならないわけです。大きいか小さいかは全く関係ありません。
それからもうひとつ、今日一緒に考えていきたいのは、教会の内部の葛藤をもたらすことによって、内部の争いが勃発し、内部分裂を起こしてしまうことです。教会内部で葛藤による消耗戦に入り、教会自ら崩壊していくようなやり方で攻撃を仕掛けるようになります。そのためにサタンが用いる方法が何かと言うと、教会の内部で信徒それぞれが、教会の本質よりうわべや外見を優先するようにすることです。それにはまってしまうと教会は葛藤に捕らわれ崩壊していくようになります。外見やうわべの違い、それにこだわることによって教会の本質をのがしてしまうようになるわけです。外見というのは肉そのものです。それで結局は、肉の争いに巻き込まれるようにして、霊的な戦いが全くできないまま、いつどのようにして崩壊していくのかも気づかないまま崩れていくようになるわけです。これがサタンのやり方です。

今日の聖書の箇所には、イスラエルの民族がカナンをある程度征服して落ち着いたときに、ヨルダン川の向こう側に相続と土地を先に与えられて定着する部族がいました。でも、このカナンを征服するためには一緒に戦わないといけないので、そこの兵士や若者はみなヨルダン川のこっち側に来て一緒に戦っていました。でも、ある程度落ち着いたので、ヨシュアにお話をして「もう私たちのところに戻りたいです」と言い、ヨシュアが許可して戻ることになりました。ヨルダン川を渡るときに、そこで祭壇を築くようになりました。そのうわさがヨルダン川のこっち側にいる人々の耳に入って、彼らが私たちを無視して、彼らだけで別に違う信仰をやろうとしていると思ったのです。このまま置いておくわけにはいかないと、彼らを潰すためにやってきました。それでお話しをしていたら、ヨルダン川の向こう側の人々がそれに反論するわけです。「あなたがたが思っているような、そういうことではありません。後々、あなたがたがヨルダン川を境にして、神様がこちらを私たちに許されたので、ヨルダン川の向こう側は違う存在ではないかと無視するのが心配になって、そういうことがないように、そのしるしとしてこれをいま作っていたのだよ」と言います。それでそうなのかと和解をして戻ることができたという話です。つまり、彼らがそれを築いたというのは、ある意味は一理があるかのように思われていても、元々、ヨルダン川を境目にしてあっち側、こっち側、という違いがあり、それによってたぶん私たちを見る見方が違うだろうと思っていて、向こう側もそれを見て勘違いしたのは、彼らはヨルダン川の向こう側なので、最初からちょっとカラーが違うだろうというようなことが元々あったということなのです。それを利用して争いをもたらそうとしていたわけです。ヨルダン川のこっちなのかあっちなのかという違いなどによって、それが戦いに発展しそうになったという場面です。
サタンは、このように教会があまりにも脅威であり、教会がこの世の絶対的な必要だということを誰よりもよく分かっているので、教会を倒すために内部の葛藤を通して、内部から崩壊していくように仕掛けるものです。そのための方法が何かと言うと、違いにこだわることによって本質をのがしてしまうことなのです。教会は多様な人が集まるところです。いろいろな人、誰でも来られるところです。なぜなのでしょうか。神様はイスラエルの神ではなくて、万軍の主であり、万民の神様です。そして、特にイエス様がよみがえられた後、新しい時代が開かれることによって、イスラエルだけではなくて、割礼を受けることではなくて、誰でもイエスを信じる者は救われるように、そういう祝福の時代が始まりました。ですから、万民の主であり、誰でも信じることによって、イエスを信じれば救われる時代に突入するようになりました。ですから、教会は誰でも来られるところなので多様性というものがあります。民族は違っていても、階級が異なっていても、教会には来ることができます。だから、教会には、実力がある者、ない者が混ざっているところです。ときには信仰が成熟している者、未熟な人間が混ざっているところなのです。教会の職分だけでも、牧師がいて長老がいて、また一般の信徒がいてレムナントがいて、いろいろな違いのように思われるものがあるところが教会なのです。肌色が違ういろいろな人も集まります。それが教会です。しかし、その違いやうわべが優先されるようになってはいけません。

なぜかというと、教会の本質はワンネスなのです。イエス様が最後の晩餐の祈りのときに、ヨハネ17：21でこのようにお祈りをしています。彼らも私たちのように一つになって、私たちの中におるようにしてくださいと。異邦人やユダヤ人が一つになる。この一つというものは、数字の一というよりは、一緒、同じという意味があるわけです。ワンネスのいちばん大切な意味は、同じということなのです。外見が、実力が、民族が、国が、いろいろなところが違うのですが一緒なのです。同じなのです。そのようにしてくださいと祈って、その祈りが答えられて教会がスタートするようになりました。

そして、パウロはエペソ4：1-16の間を見ると、特にそこで3節を見ると、「平和のきずなで結ばれて御霊の一致を熱心に保ちなさい」と書いてあります。教会というのは、御霊が一致させたところなのです。実力が違うのに、聖霊様によって同じ神の国、一緒になったということです。その本質を忘れたり、軽んじるようになると、教会は外見の違いにこだわることによって、内側から葛藤にとらわれて崩壊していくようになるものなのです。それが悪魔の策略であるということを忘れないでください。エペソ4章を見ますと、キリストも一つ、聖霊も一つ、バプテスマも一つ、神も一つとあります。どういう意味なのでしょうか。アフリカの人と白人のアメリカの人が教会である信者になったというのは、同じキリスト、一緒にキリストを信じてそうなったのです。白人は違うキリスト、アフリカの人は違うキリストではないでしょう。そういう意味です。バプテスマも三位一体の神の御名によって、中南米の人でもそのようにバプテスマを受けるようになり、日本人もそのようにバプテスマを受けるようになったでしょう。バプテスマの根拠は、2個、3個あるのかということです。一緒ではないでしょうか。実力のある者でもない者でも、イエスを信じたというのは一緒でしょう。これが教会の本質です。

ですから、ぜひ覚えていてください。教会は、いろいろな違いがあるのにもかかわらず、聖霊が内住することによって一緒なのです。それは言葉を変えますと、神様が主人となられたということです。そういう意味では、日本人でも韓国の人でもアメリカの人、アフリカの人でもそういうことと関係なく一緒です。ということで教会というのは、いろいろな違いがあるのにもかかわらず、神から与えられた祝福は一緒です。同じ祝福をいただきました。天にある霊的すべての祝福をいただいているものです。一緒だということを覚えていてください。

その結果、住むところが違い、いろいろな違いがあるのにもかかわらず、キリストをかしらにしてキリストのからだであることは一緒なのです。パーツがいろいろ違うだけであって、からだという意味では一緒なのです。エペソ1：23です。よく覚えていてください。これに集中していかないと、いままでの習慣通りに、目に見える外見的な違いにすぐにとらわれるようになりますので。それで年も違うし性格も違うし人格も違うし教養のレベルも違うかもしれませんが、皆希望は同じ希望、一緒なのです。ピリピ3：20、皆が天国を希望にして生きることは一緒なのです。だから、天国に行くまでの間の人生は、お医者さんもいるし、貧しい人間もいるし、社長さんもいるし、教授もいるし、商売をする人間、職人も、いろいろなタイプの人生がありますが、人生を生きる理由は一緒なのです。神からの使命によって生きるわけです。世界福音化と福音宣教という理由、この使命の理由は、皆一緒です。お医者さんだから違う、教授だから違う人生の理由があるわけではありません。たとえ何かのことでいま刑務所の中に入れられていても、その人が信者であれば、教会であれば、その人の生きる理由は福音宣教なのです。これがワンネス、一致というものです。バラバラのように思われていたのですが、イエス・キリストを信じることによって、聖霊様が一致を与えられました。これが不思議な秘密です。それゆえ、教会の目標がみな一緒です。つまり、方向性が一緒なのです。その方向性というのは、エペソ4：12-16の間にありますが、キリストの背丈にまで成長していく、つまり、キリストにより豊かになっていくこと、これが皆同じ目標なのです。

なぜそうなるのでしょうか。世の流れにだまされないためにです。キリストに満たされること、同じ目標なのです。目標は一緒です。そうすることによって、世にだまされません。なぜかと言いますと、それでやっと使命をまっとうすることができるからです。皆同じ目標です。自分もそうだし、弱い人も、信仰的に優れた人間も、よりキリストに満たされる方向に皆一緒に行くわけです。方向は一緒なのです。これをのがしてしまうと、自分なりの方向で、別々の方向でばらばらになるしかないでしょう。ということで、教会というのは、いろいろな事情があるでしょうけれども、戒めも一緒です。一つの戒めしかありません。教会が、聖霊が一致を与えられたところなので、今申し上げましたこういう内容なので、教会の戒めも皆一緒なのです。互いに愛し合いなさい。それ以外には、戒めはありません。教会は、世の中のルールや法律を持ち込んでごちゃごちゃするところではありません。そういった常識やルールなどでは、到底理解できないし、イエス・キリストが罪人のために十字架で死なれたような愛のルールの他には必要ではないし通じないところなのです。そういう意味では一緒です。法律を学んだ人間でも、無学な人間でも関係ありません。戒めは一つしかありません。一緒です。その他にもいろいろあるでしょうけれども、いろいろな違いがあるけれども、それは当たり前なのです。それこそが恵みの神様を現すことではないでしょうか。でも、サタンは、それを先走らせることによって、本質をのがしてしまうようにさせます。それで教会が教会としての使命やカラーなどを失うように攻撃を仕掛けるものだということを忘れないでください。
そういう意味でこれから皆さんが、教会生活を死ぬときまでやっていかないといけないのですが、そして、次の世代にもこの教会を正しく遺産として受け継がせるようにならないといけないのですが、その教会生活のためのいちばん重要な鍵が何かと言うと、今日のエペソ4：3に書いてあるように、聖霊の一致を熱心に保つことなのです。一つになりましょうというのも悪い話ではありませんが、教会は正確に申し上げると、聖霊がもうすでに一つにしていらっしゃることを認めないといけないのです。だから、聖霊の一致を保つことです。聖霊様が、いろいろな違いがあるし、自分とも異なることがたくさんあるにもかかわらず一緒にしたのだね。その内容を認めることです。それで人間的な、外見的な違いなどを問題にしないことです。そして、先程申し上げましたように、先走らせることがないようにしましょう。裏返しますと、常にどんな違いがあり、どんな問題があろうが、本質を優先することです。ローマの教会にもコリントの教会にも、当時、偶像に捧げたものが市場に出回ることになって、皆それを食べなきゃいけないような状況でした。教会の中で信仰があり熟している者、自由な者は、自由に食べました。でも、まだ少し律法に引っかかって未熟な人は、食べることを警戒していました。そういう違いが見られました。お互いに罵り合う状況になってしまいました。パウロは言います。未熟な人はそれなりに神の栄光のために、また、自由な人間も神の栄光のために同じ目的でそうしたのではないのか。神様が立てられた、血を払われて買い取られた神様が主人であるものを勝手にさばいたり判断したりしないように。つまり、本質を忘れて、その未熟さや成熟差の違いによってトラブルに発展するということは望ましくないということでしょう。聖霊の一致を保つこと、これは死ぬときまで教会生活のために心に刻みこんでいないといけません。すぐにその通りにならないかもしれませんが、これが契約のみことばとして、皆さんの心に刻み込まれて、皆さんの思いや行動や様々なものを整理するものにならないといけません。つまり、違いを先走らずに、本質を優先することです。
そういう意味で、教会の中には、何かのイデオロギーや主義、主張などは認められません。いらないものです。それは必ず右があれば左があるものですから。教会はそういうところではありません。また、保守、リベラルとかいうことも教会にはありません。共産主義の思想が良い、資本主義の思想が良いなども教会にいらないものなのです。社会主義か民主主義か、教会はそれに答えるところではありません。それから、民族主義、特に愛国主義、国を愛することは悪いことではありませんが、愛国主義や肌色によっていろいろ違いを考えるようなことは、教会の中では通じません。これは許されないものです。教会の中には、階級の違い、実力の違いなどが問題になることもありません。よく覚えていてください。いままでの歴史を見ますと、教会の中にこの本質以外のこのような主義、主張が入ることによって、こっちだ、あっちだということで教会が崩壊していきました。これがいままでの歴史です。そういう意味で、小さな群れでありますが、皆さんもいろいろな違いがあり、いろいろな自分なりの傾向や自分の趣味、スタイルとかあるかもしれませんが、それを優先していてはいけません。無視してもいけないのですが、いつも聖霊の一致、なにが同じなのか、聖霊様がなにを一緒にされたのか、そちらにいつも優先を置いて、こだわるようにすることです。それが単純な話ではなくて、サタンが踏み砕かれることです。
そのために皆さんが大切にしなければいけないことは、そういう力を身につけるために、個人個人が自分の中で自分自身に与えられている福音の本質、つまり、神様が新しく造りかえられた自分を優先にこだわることによって、自分の過去や外見やうわべや人間的ないろいろな条件などと関係なく、自分を喜ぶこと、それにこだわらないといけません。個人的にサミットの祝福を味わうようにしていくことが、教会生活に成功するために、つまり、一致を保っていくために何より大切なプロセスだと思います。個人的にも過去や今の現実や自分の外見、条件、状況などによって、そういうことに基づいて自分のことを考えてしまうのですが、それは聖霊がなさった福音の本質をのがしているからです。奴隷に売られることがあっても、いじめられたとしても、刑務所に入れられても、死の影の谷を歩いたとしても、主がともにおられます。聖霊が内住して世の光として召されていることに間違いないので、そちらの方にこだわる、それを優先していくことが習慣になっていかないと、教会でいろいろな違いにまた振り回されるようになるわけです。本質を見るようにしましょう。個人がそのように味わうことがなければ、結局、互いに比較して競争に走り、ねたみ、自尊心などと言ったり、自慢したり批判してしまったり、なにかを主張したりということにずっと振り回されるようになるしかないわけです。

ぜひ教会の一致という意味をしっかり理解して、改めてキリストに集中していただきたいと思います。本質を大事にする信者になっていただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。罪人でありました私たちをイエス・キリストの血潮によって、ただその恵みによって、神の子どもにしてくださり、聖霊が内住する教会にしていらっしゃることを覚えて、ありがとうございます。どうかいろいろな違いがあるのは当たり前であって、それが優先でもこだわるべきものでもなく、まず聖霊の一致を保つことができるように、聖霊様が一緒にされました本質のことにこだわることができる勝利者となるように、サタンを踏みつけることができる勝利者となるように、ひとりひとりを祝福してください。そして、教会が同じ目標に向かって、そして、同じ使命を全うしていくことができる教会になるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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